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　平成２４年度一般会計の決算状況は、歳入１０６億８９１万円に対し歳出１０３億１，２８３万円で、差引額

２億９，６０８万円であるが、翌年度へ繰り越すべき財源として、繰越明許費繰越額５，００７万円が含まれて

おり、これを差し引いた実質収支額は２億４，６０１万円で黒字決算となった。

　一般会計と国民健康保険事業勘定特別会計の決算認定議案の審議では、「財政は少しずつ好転して

いるが、硬直化していることに変わりない」「低所得者の負担軽減を考えるべき」との反対討論があり、

起立採決となったが、賛成多数により認定となり、すべての会計決算が認定された。

10特別会計・１企業会計も認定

議 案 採 決 結 果
○…賛成　●…反対　欠…欠席　退…退席

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
結　
　

果
　　　　　　　　　議　員　名

　
議　案　名　　　　　　　　　　

鈴
木　

一
幸

加
藤
彦
次
郎

清
水　

欣
也

安
藤　

賢
藏

工
藤　

秀
明

堺
谷　

房
子

平
賀　
　

真

伊
藤　

千
作

近
藤　

一
彦

金
子　

芳
継

袴
田　
　

隆

三
浦　
　

敦

大
澤　

和
雄

宮
田　

幹
保

児
玉　

重
吉

斎
藤　

清
作

後
藤
栄
美
子

小
澤　

高
道

一般会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ － ○ ○ 認定

国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ － ○ ○ 認定
※採決の際に賛否が分かれた議案を掲載しています。
※議長は採決に加わりません。

● 一 般 会 計 決 算 ●

地方譲与税
1億2,474万円
利子割交付金
300万円
配当割交付金
126万円 
株式等譲渡所得割交付金 
28万円
地方消費税交付金
1億5,093万円
国有提供施設等所在市町村
助成交付金 
272万円
ゴルフ場利用税交付金　　地方特例交付金 
1,150万円 　　　282万円 
自動車取得税交付金　　　交通安全対策特別交付金 
3,046万円 　　　261万円 

分担金及び負担金
8,338万円
使用料及び手数料
1億15万円
財産収入
1,755万円
寄附金
451万円
諸収入
3億6,666万円

歳入合計

106億
891万円

町債
8億1,360万円
（7.7％）

地方譲与税等
3億3,036万円
（3.0％）

県支出金
7億4,383万円
（7.0％）
国庫支出金
7億1,485万円
（6.7％）

地方交付税
55億8,468万円
（52.6％）

県支出金
7億4,383万円
（7.0％）
国庫支出金
7億1,485万円
（6.7％）

町税
14億94万円（13.2％）

繰入金
2億4,129万円
（2.3％）
繰越金
2億706万円
（2.0％）

分担金及び負担金等
5億7,228万円（5.5％）

地方交付税
55億8,468万円
（52.6％）

103億
1,283万円

歳出合計

総務費
12億4,350万円
（12.0％）

公債費
14億5,127万円
（14.1％）

総務費
12億4,350万円
（12.0％）

民生費 
26億4,124万円
（25.6％）

衛生費
5億8,816万円
（5.7％）

農林水産業費
7億8,696万円
（7.6％）商工費

4億7,114万円
（4.6％）

土木費
7億3,594万円
（7.1％）

消防費
5億711万円
（4.9％）

公債費
14億5,127万円
（14.1％）

諸支出金
9億722万円
（8.8％）

諸支出金
9億722万円
（8.8％）

議会費等
2億9,225万円
（2.9％）

教育費
6億8,799万円
（6.7％）

教育費
6億8,799万円
（6.7％）

議会費
1億3,425万円
労働費
1億3,949万円
災害復旧費
1,850万円

一般会計・各会計決算、議案採決結果

※金額の整合性に欠けるのは、万円未満の端数処理に
よって生じたものである。
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一般会計・各会計決算、監査委員の意見

※ 金額の整合性に欠けるのは、千円未満の端数処理によって生じたものである。

　収入未済額については、各会計、運用基

金、水道事業会計を含めると４億３,３３３万円

となっており、昨年度よりも５，５７６万５千円

減少している。一部の項目で改善が見られる

ものの、下水道使用料、温泉使用料、奨学金

貸付金、水道料などは、残念ながら増加傾向

にある。

　また、時効などにより不納欠損した金額は、

監査委員の意見

代表監査委員　神　馬　　　均

９，８９８万９千円となっており、昨年度よりも

４，５８３万６千円多く処理されている。本年度

新たに公共下水道事業特別会計と農業集落排

水事業特別会計で不納欠損が発生したためで

あるが、これを含めなくても１，５９５万５千円

増えている状況である。

　収納環境が年々厳しさを増す状況にある

が、苦しい中でも義務を果たしている納税者

との公平性からも、また貴重な自主財源の確

保という点からも、あらゆる方法を駆使して

収入未済額の減少及び不納欠損額の減少に努

めるよう強く要望する。

（単位：千円）
● 平成24年度 各会計決算総括表 ●

会　　計　　名 調　定　額
①

歳入決算額
②

歳出決算額
③

差　引　額
②-③

不納欠損額
④

収入未済額
①-②-④

一 般 会 計 10,860,169 10,608,916 10,312,830 296,085 36,219 215,034

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業勘定 2,861,163 2,740,784 2,534,447 206,337 21,606 98,772

後 期 高 齢 者 医 療 174,119 172,788 171,276 1,511 148 1,183

簡 易 水 道 事 業 419,328 416,602 404,151 12,451 0 2,725

公 共 下 水 道 事 業 655,940 567,299 563,475 3,823 34,039 54,602

農業集落排水事業 411,836 404,796 402,083 2,712 4,842 2,198

介護保険事業勘定 2,566,576 2,559,564 2,526,970 32,594 2,134 4,877

介護サービス事業勘定 30,488 30,488 29,326 1,161 0 0

衛 生 処 理 事 業 31,191 31,191 28,105 3,085 0 0

温 泉 事 業 42,933 24,060 23,604 455 0 18,873

国民健康保険診療施設勘定 0 0 0 0 0 0

特 別 会 計 合 計 7,193,579 6,947,575 6,683,441 264,134 62,770 183,232

総　　合　　計 18,053,748 17,556,491 16,996,271 560,219 98,989 398,267

水道事業
収益的収支 － 139,875 146,812 △   6,936 － －

資本的収支 － 81,434 113,145 △ 31,710 － －



総務総務
常任委員会常任委員会

教育
民生
教育
民生
常任委員会常任委員会

地
方
交
付
税
は
前
年
度
並
み
の
よ

う
だ
が
、「
一
本
算
定
」
に
な
っ
た

時
と
の
差
額
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の

か
。
ま
た
、
交
付
税
は
今
後
ど
う
な
っ
て

い
く
の
か
。

５
年
間
で
段
階
的
に
減
額
と
な
り
、

お
よ
そ
７
〜
８
億
円
と
思
わ
れ
る
。

　

減
る
こ
と
は
確
実
と
思
っ
て
い
る
が
、

ま
だ
不
明
で
あ
る
。
そ
の
た
め
将
来
に
備

え
財
政
調
整
基
金
（
現
在
２７
億
円
）
を
積

み
立
て
て
い
て
、
財
政
担
当
と
し
て
は
、

５０
億
円
程
度
ま
で
積
み
立
て
た
い
。

納
税
貯
蓄
組
合
の
事
務
費
が
減
額
さ

れ
て
か
ら
組
合
数
が
減
っ
て
い
る
。

滞
納
額
を
減
ら
す
意
味
か
ら
も
組
合
加
入

を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

合
併
前
は
、
税
額
に
応
じ
補
助
金
が

出
て
い
た
が
、
現
在
は
納
期
内
納
付

は
加
算
金
１
件
２００
円
、
年
度
内
納
付
は
１

件
１００
円
に
変
わ
っ
て
い
る
。

高
齢
者
世
帯
等
除
雪
支
援
事
業
は

大
変
好
評
を
得
て
い
る
よ
う
だ
が

そ
の
概
要
と
実
績
は
。

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
と
障
害

者
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
に
一
冬
３０

時
間
を
上
限
に
除
雪
支
援
を
し
て
い
て
、

２３
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
。
２４
年
度
は
除
雪

作
業
に
加
え
排
雪
作
業
も
行
っ
て
い
る
。

２４
年
度
実
績
は
４４６
件
、
稼
働
時
間
９
千
２７４

時
間
で
９９２
万
３
千
１８０
円
を
支
出
し
て
い

る
。
降
雪
量
に
よ
り
、
す
ぐ
に
対
応
で
き

な
い
時
も
あ
っ
た
が
１００
％
要
望
に
応
え
て

い
る
。６

月
定
例
会
の
町
長
の
答
弁
に
あ
っ

た
脳
ド
ッ
ク
助
成
事
業
の
進
捗
状
況

は
。
ま
た
、
早
い
時
期
に
町
民
に
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

定
例
会
終
了
後
、
す
で
に
脳
ド
ッ
ク

を
助
成
し
て
い
る
他
町
村
に
助
成
額

等
相
談
し
た
り
、
山
本
組
合
総
合
病
院
や

　

平
成
２４
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
１２
議
案
は
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
委
員
会
が
所

管
す
る
決
算
内
容
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
総
務
常
任
委
員
会
と
教
育
民
生

常
任
委
員
会
は
「
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き
」、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
「
意
見
を
付
し
て
認

定
す
べ
き
」
と
し
、
本
会
議
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

納
税
組
合
内
に
高
額
納
税
者
が
い
る
場

合
、
そ
れ
に
伴
い
補
助
金
が
増
額
と
な
る

こ
と
か
ら
、
不
公
平
感
も
あ
り
、
変
え
た

経
緯
が
あ
る
。

ク
ア
オ
ル
ト
事
業
の
調
査
研
究
５０
万

円
の
支
出
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

先
進
地
で
あ
る
上
山
市
を
視
察
し

た
。
今
年
度
は
１
月
に
熊
野
古
道
を

視
察
す
る
予
定
で
あ
る
。
当
町
に
は
海
も

あ
り
、
長
信
田
の
森
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入

れ
３
泊
４
日
以
上
の
事
業
を
考
え
て
い
る
。

県
立
脳
血
管
研
究
セ
ン
タ
ー
に
予
約
状
況

な
ど
調
査
済
み
で
あ
る
。
年
度
途
中
で
は

予
約
が
と
れ
な
い
の
で
、
対
象
の
年
齢
や

助
成
額
な
ど
の
検
討
を
進
め
、
２６
年
度
当

初
予
算
に
要
求
す
る
。
事
前
の
Ｐ
Ｒ
も
早

め
に
し
て
い
く
。

小
町
地
区
県
道
拡
幅
工
事
に
伴
い
防

火
貯
水
槽
は
移
動
し
た
の
か
。

こ
れ
ま
で
の
場
所
は
宅
地
内
に
入
り

込
ん
で
お
り
、
車
庫
証
明
も
取
れ
な

い
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
場
所
を
移
動
し

て
新
設
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
防
火
貯

水
槽
は
、
取
り
壊
す
方
向
で
あ
る
。

総務常任委員会審議

教育民生常任委員会審議

問

問

問

問

問

問 答

答

答

答

答

答

委
員
会
審
議

委
員
会
審
議
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委員会審議



産業
建設
産業
建設
常任委員会常任委員会

定
住
促
進
事
業
は
、
昨
年
度
と
比

べ
て
ど
う
か
。
家
族
で
定
住
の
場
合

は
、
人
口
対
策
の
意
味
か
ら
も
、
補
助
額

を
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

２３
年
度
は
個
人
４
件
、
家
族
で
の
定

住
４
家
族
で
あ
っ
た
。
２４
年
度
は
個

人
４
件
、
５
家
族
で
あ
る
。

　

家
族
数
に
応
じ
補
助
金
増
額
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。

防
災
無
線
が
ま
だ
統
一
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
。

　公共下水道事業と農業集落排

水事業の分担金については、徴

収事務を怠ったために不納欠損

額が生じてしまった。今後の徴

収事務においては、法令を遵守

し、このようなことがないよう

真摯に取り組み、適正な事務処

理に努めていただきたい。

意　  見

各
種
分
担
金
に
つ
い
て
、
住
民
監

査
請
求
を
受
け
た
時
に
２４
年
１１
月

時
点
で
の
内
訳
が
公
表
さ
れ
た
。
２４
年
度

決
算
書
に
は
、
そ
れ
以
降
に
整
理
さ
れ
た

部
分
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
表
記
さ
れ
て
い

る
。
２４
年
１１
月
以
降
に
整
理
さ
れ
た
分
担

金
等
の
内
容
は
。

公
共
下
水
道
事
業
分
担
金
の
１９
年
度

不
納
欠
損
額
が
２３０
万
６
千
６９０
円
、
農

業
集
落
排
水
事
業
分
担
金
の
１９
年
度
不
納

欠
損
額
が
７２
万
３００
円
で
あ
る
。

中
学
生
の
修
学
旅
行
は
震
災
の
影

響
に
よ
り
、
一
時
北
海
道
方
面
に

行
っ
て
い
た
と
聞
い
た
が
、
そ
の
後
の
行

き
先
は
。
ま
た
旅
行
地
は
ど
の
よ
う
に
選

定
す
る
の
か
。

東
京
方
面
と
聞
い
て
い
る
。
学
校
内

で
選
定
し
教
育
委
員
会
が
承
認
し

て
い
る
。
学
校
内
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
る
。

子
宮
頸け

い
が
ん癌

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
町
内
の
状
況
は
。

山
本
地
域
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い

る
が
、
八
竜
地
域
と
琴
丘
地
域
は
ま

だ
ア
ナ
ロ
グ
で
あ
り
、
い
ず
れ
統
一
化
は

必
要
で
あ
る
。

大
館
能
代
空
港
利
用
の
際
５
千
円
の

補
助
が
あ
る
が
、
こ
の
制
度
の
Ｐ
Ｒ

が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

広
報
４
月
号
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
し
て
い
る
が
、
利
用
客
が
増
え
る

よ
う
工
夫
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

町
営
住
宅
の
滞
納
繰
越
額
が
多
い
が
、

納
付
状
況
は
。

入
居
者
で
分
納
し
少
し
ず
つ
支
払
っ

て
い
る
人
や
、
退
去
し
て
滞
納
金
を

支
払
っ
て
い
る
人
も
い
る
。

　

高
額
滞
納
者
と
は
分
納
誓
約
書
を
交
わ

し
て
お
り
、
毎
月
納
付
し
て
い
る
滞
納
者

も
い
る
。
納
付
が
な
く
連
絡
を
取
れ
な
い

場
合
は
、
住
宅
へ
訪
問
し
て
直
接
話
し
て

督
促
を
し
て
い
る
。

ご
当
地
グ
ル
メ
開
発
業
務
と
は
。

じ
ゅ
ん
さ
い
料
理
推
進
協
議
会
へ
委

託
し
て
お
り
、
料
理
関
係
の
ホ
テ
ル

や
食
堂
の
方
々
が
入
っ
て
い
る
。
じ
ゅ
ん

さ
い
丼
の
ほ
か
、
サ
ブ
レ
、
あ
ん
み
つ
、

パ
フ
ェ
、
じ
ゅ
ん
さ
い
か
き
揚
げ
う
ど
ん

等
を
開
発
し
て
い
る
。
将
来
的
に
は
自
力

で
の
運
営
を
目
指
し
て
い
る
。

じ
ゅ
ん
さ
い
の
生
産
量
は
、
２３
年
度

と
２４
年
度
を
比
較
す
る
と
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

生
産
量
は
少
し
下
が
っ
て
い
て
、
栽

培
農
家
も
減
っ
て
い
る
。
高
齢
化
が

原
因
の
よ
う
で
あ
る
。

惣
三
郎
沼
公
園
の
草
刈
り
は
大
変
き

れ
い
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

敷
地
が
広
い
た
め
手
で
刈
る
の
は
大
変
と

思
わ
れ
る
の
で
、
自
走
式
草
刈
機
を
用
意

し
た
ら
ど
う
か
。

検
討
す
る
。

予
防
接
種
に
よ
る
副
作
用
の
報
告
は

受
け
て
い
な
い
。
現
在
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
中
止
は
し
て
な
い
が
、
積
極
的
勧

奨
は
し
て
い
な
い
。

福
祉
医
療
に
つ
い
て
中
学
生
ま
で
拡

大
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
人
数
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

乳
幼
児
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
、

１
千
２９７
人
で
あ
る
。

産業建設常任委員会審議

問 問

問

問

問問

問

問

問

問問

答

答答

答答

答答答

答

答

答
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財 政 健 全 化 審 査
公営企業経営健全化審査

　平成２４年度決算の財政健全化審査と公

営企業経営健全化審査が、監査委員の意見

書を付して議会に報告されました。

注意）実質赤字比率・連結実質赤字比率は、実質収支が黒字の場合、負の値で表示しています。

公営企業会計の名称 資金不足額・剰余額 資金不足比率 備　　　　　考
水 道 事 業 会 計 1億8,179万円 －　% 前年度  1億5,805万4千円、　－  %
簡易水道事業特別会計 1,245万円 －　% 前年度       1,030万9千円、　－  %
公共下水道事業特別会計 381万4千円 －　% 前年度          102万8千円、　－  %
農業集落排水事業特別会計 271万3千円 －　% 前年度          175万8千円、　－  %
温 泉 事 業 特 別 会 計 45万6千円 －　% 前年度      ▲ 191万3千円、10.4%

個別意見

①資金不足比率

・平成２４年度は、全ての会計において黒字であり、

資金不足額が発生していないため、良好な状態に

ある。

・各公営企業会計においては、独立採算の原則に照ら

した経営計画により、当該比率に留意のうえ、健

全で適正な経営運営に努力されたい。

②資金不足額・剰余額

・温泉事業特別会計の黒字は、基金の取り崩しや一

般会計からの繰り入れによるものである。事業収入

の減少が見込まれる中、事業運営の抜本的な見直

しが今後必要と思われる。

是正改善を要する事項

　特になし。

注意1）資金不足比率の『経営健全化基準』は、『２０．０%』です。
注意2）『資金不足額・剰余額』は、資金不足の場合、負の値で表示しています。

個別意見

①実質赤字比率

　平成２４年度実質赤字比率は、普通会計（一般、

衛生処理事業特別）では各会計とも実質収支は黒

字であるため、負の値で表示となり、前年度に引

き続き良好な状態にある。

②連結実質赤字比率

　平成２４年度連結実質赤字比率は、各公営事業会

計を含めた連結実質収支は黒字であるため、負の値

で表示となり、前年度に引き続き良好な状態にある。

③実質公債費比率

　平成２４年度の実質公債費比率は、平成２０年度が

公債費償還のピークであったため、対前年度比２．９％

減の１５．７％と大幅に改善してきている。また、起

債許可団体基準である１８．０％を下回る状況であり、

改善傾向にあると言える。

④将来負担比率

　平成２４年度の将来負担比率は、行財政改革に伴

う公債費の抑制（地方債現在高の減）及び財政調

整基金の大幅積み増し（充当可能財源等の増）に

より対前年度比２７．０％減の５２．１％と改善している。

早期健全化基準の３５０．０％を下回っていることか

ら、前年度に引き続き良好な状態にある。

是正改善を要する事項

　是正改善を要する事項は特にないが、実質赤字比率・

連結実質赤字比率・実質公債費比率・将来負担比率な

ど、概ね改善が認められ良好な状況と言える。今後も各

比率の影響を見据えた綿密な公債費等管理を徹底した財

政運営の改善に努められたい。

健全化判断比率 平成24年度 早期健全化基準 備　　　　考
①実 質 赤 字 比 率 ▲ 3.44% 13.97% 前年度  ▲ 2.54%  
②連結実質赤字比率 ▲ 9.57% 18.97% 前年度  ▲ 8.19%  
③実 質 公 債 費 比 率 15.7% 25.0% 前年度   　18.6% 
④将 来 負 担 比 率  52.1% 350.0% 前年度  　 79.1% 

◆平成２４年度　財政健全化審査

◆平成２４年度　公営企業経営健全化審査
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平
成
２５
年
９
月
議
会
定
例
会
に
お

い
て
、
次
の
こ
と
を
調
査
す
る
た
め

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

●
名　
　

称

三
種
町
議
会
改
革
特
別
委
員
会

●
設
置
の
根
拠

地
方
自
治
法
第
１１０
条
及
び
三
種
町

議
会
委
員
会
条
例
第
５
条

●
目　
　

的

議
会
改
革
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
の
調
査
と
検
討

●
調
査
期
限

目
的
に
掲
げ
る
調
査
が
終
了
す
る

ま
で

●
委　
　

員
（
６
名
）

委

員

長　

大　

澤　

和　

雄

副
委
員
長　

安　

藤　

賢　

藏

委　
　

員　

児　

玉　

重　

吉

　
　
　
　
　

加　

藤　

彦
次
郎

　
　
　
　
　

鈴　

木　

一　

幸

　
　
　
　
　

小　

澤　

高　

道

議
会
改
革
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た

平成25年　９月定例会補正予算の内容平成25年　９月定例会補正予算の内容平成25年　９月定例会補正予算の内容
会　　　計　　　名 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額

●一般会計 103億2,070万1千円 5億7,763万5千円 108億9,833万6千円

【主な歳出】

・共同電算負担金（秋田県町村電算システム共同事業組合負担金） 350万円 (一般財源)

・庁用車購入（町長車更新） 564万円 (一般財源)

・住基ネット更改（住民基本台帳ネットワーク更改） 517万円 (一般財源)

・子ども・子育て支援事業（事業計画ニーズ調査業務委託料） 199万円 (一般財源)

・地域雇用創出推進事業（事業補助金） 800万円 (一般財源)

・農産物直売所整備（増改築事業補助金） 888万円 (一般財源)

・三種三十六景フォトコンテスト（事業補助金） 60万円 (一般財源)

・気象調査業務（委託料） 100万円 (一般財源)

・河川護岸工事（滝ノ沢川・種沢川補修工事費） 800万円 (一般財源)

・鵜川・浜口公民館修繕（誘導灯・消火栓・警報機修繕） 238万円 (一般財源)

●水道事業会計 

区　　　　　　　分 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額

収益的支出 1億3,950万  　円 116万2千円 1億4,066万2千円

●特別会計 

会　　　計　　　名 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額

国民健康保険事業勘定特別会計 26億1,357万  　円 385万9千円 26億1,742万9千円

後期高齢者医療特別会計 1億7,399万7千円 151万  　円 1億7,550万7千円

簡易水道事業特別会計 2億1,681万6千円 1,245万  　円 2億2,926万6千円

公共下水道事業特別会計 5億8,515万  　円 381万2千円 5億8,896万2千円

農業集落排水事業特別会計 1億7,245万5千円 271万1千円 1億7,516万6千円

介護保険事業勘定特別会計 26億1,918万6千円 3,346万9千円 26億5,265万5千円

介護サービス事業勘定特別会計 2,633万4千円 234万4千円 2,867万8千円

衛生処理事業特別会計 2,348万7千円 308万4千円 2,657万1千円

温泉事業特別会計 3,314万6千円 45万4千円 3,360万  　円

９月10日～20日
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補
正
予
算
審
議

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
農
産
物
直

売
所
増
改
築
事
業
補
助
金
１
千
７
万

６
千
円
が
、
９
月
議
会
定
例
会
に
提

案
さ
れ
た
。
こ
れ
は
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま

も
と
を
事
業
主
体
と
す
る
八
竜
地
域

の
農
産
物
直
売
所
（
ド
ラ
ゴ
ン
フ

レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
）
の
増
改
築
事

業
費
３
千
２２
万
８
千
円
に
対
し
て
３

分
の
１
を
町
が
補
助
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
業
内
容
を

精
査
し
た
と
こ
ろ
、
電
柱
移
転
費
が

削
減
で
き
る
こ
と
が
判
明
し
た
た

め
、
１１９
万
円
を
減
額
し
８８８
万
６
千
円

と
す
る
修
正
案
が
町
か
ら
提
案
さ

れ
、
そ
の
後
、
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

　

質
疑
終
了
後
、
堺
谷
房
子
議
員
、

加
藤
彦
次
郎
議
員
の
２
名
か
ら
農
産

物
直
売
所
増
改
築
補
助
金
８８８
万
６
千

円
す
べ
て
を
減
額
す
る
修
正
動
議
が

提
出
さ
れ
た
。

　

修
正
動
議
の
提
案
理
由

堺
谷　

房
子 

議
員

　

敷
地
所
有
者
で
あ
る
町
が
敷
地
整

備
分
の
工
事
に
ま
で
補
助
金
を
出
す

必
要
が
あ
る
の
か
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。

増
改
築
に
異
論
は
な
い
が
、
こ
の
計

画
内
容
は
実
に
分
か
り
に
く
く
、
手

続
き
も
不
透
明
で
あ
り
、
貸
付
を
し
て
い

る
土
地
に
更
に
補
助
金
を
出
す
の
は
納
得

で
き
な
い
。
も
っ
と
し
っ
か
り
し
た
計
画

で
改
め
て
予
算
要
求
す
べ
き
で
あ
る
。

山
本
・
琴
丘
地
域
の
直
売
所
は
指
定

管
理
者
制
度
で
運
営
さ
れ
て
い
る
た

め
、補
修
等
は
町
が
お
金
を
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、
八
竜
地
域
の
直
売
所
は
ほ
と
ん

ど
直
売
所
自
身
で
補
修
し
て
き
て
お
り
、

少
し
援
助
が
足
り
な
か
っ
た
と
感
じ
て
い

た
。
総
事
業
費
の
３
分
の
１
で
あ
る
今
回

の
補
助
金
は
問
題
な
い
と
考
え
る
。

ド
ラ
ゴ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
は

町
か
ら
配
慮
さ
れ
て
い
る
感
じ
が
す

る
。
み
ん
な
同
じ
レ
ベ
ル
で
配
慮
す
べ
き

で
あ
る
た
め
、
他
の
グ
ル
ー
プ
に
も
援
助

の
手
を
差
し
伸
べ
る
べ
き
だ
。

今
回
、
農
産
物
直
売
所
整
備
事
業
費

補
助
金
交
付
要
綱
を
策
定
し
た
。
そ

の
中
の
要
件
を
み
た
す
団
体
で
あ
れ
ば
補

助
し
た
い
。

要
綱
に
あ
る
「
直
売
所
を
開
設
し
よ

う
と
す
る
場
合
」「
直
売
所
の
機
能

を
強
化
す
る
場
合
」
と
は
建
て
替
え
も
含

ま
れ
る
の
か
。
ま
た
、
補
助
対
象
に
敷
地

整
備
費
と
あ
る
が
、
建
て
替
え
の
場
合
は

解
体
費
も
含
ま
れ
る
の
か
。

「
直
売
所
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
場

合
」
は
新
設
、「
直
売
所
の
機
能
を

強
化
す
る
場
合
」
は
増
改
築
を
含
む
と
考

え
て
い
る
。
建
て
替
え
の
場
合
は
解
体
費

も
含
ま
れ
る
。

平
成
２５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

　
　
　
　
　
　
　

２
議
員
が
修
正
動
議
を
提
出

審
議
さ
れ
た
議
案
一
覧
採決
状況

結果

区分

議　
　

案　
　

名

賛成
反対

平　成　24　年　度　決　算

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定

17
2
認定

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

17
2
認定

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定

19
0
認定

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定

19
0
認定

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定

19
0
認定

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

19
0
認定

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

19
0
認定

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

19
0
認定

衛
生
処
理
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定

19
0
認定

温
泉
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定

19
0
認定

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
勘
定

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定

19
0
認定

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

19
0
認定

条例の制定・改正

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の

制
定

19
0
可決

簡
易
水
道
事
業
財
政
調
整
基
金

条
例
の
制
定

19
0
可決

問

問問 答答答

修
正
動
議
を
否
決

増改築予定の直売所
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◆
修
正
動
議
に
賛
成
の
議
員

　

加
藤
彦
次
郎　
　

清
水　

欣
也

　

堺
谷　

房
子

◆
修
正
動
議
に
反
対
の
議
員

　

鈴
木　

一
幸　
　

安
藤　

賢
藏

　

工
藤　

秀
明　
　

平
賀　
　

真

　

伊
藤　

千
作　
　

近
藤　

一
彦

　

袴
田　
　

隆　
　

金
子　

芳
継

　

大
澤　

和
雄　
　

三
浦　
　

敦

　

宮
田　

幹
保　
　

児
玉　

重
吉

　

斎
藤　

清
作　
　

後
藤
栄
美
子

　

小
澤　

高
道　
　
　
　
　
　
　

　

討
論
終
了
後
、
た
だ
ち
に
起
立
採

決
を
行
い
、
修
正
動
議
は
賛
成
３
、

反
対
１５
（
定
数
２０
、
議
長
・
欠
員
１

人
を
除
く
）
で
否
決
と
な
っ
た
。

Ｊ
Ａ
だ
か
ら
、
直
売
所
だ
か
ら
と
特

別
扱
い
は
避
け
る
べ
き
で
、
増
改
築

に
よ
り
数
名
の
会
員
数
を
増
や
す
の

み
の
内
容
で
あ
れ
ば
、
地
域
雇
用
創

出
推
進
事
業
補
助
金
を
充
て
る
の
が

妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
特
定
者
に
限

ら
な
い
山
本
・
琴
丘
地
域
の
直
売
所

と
同
等
の
取
り
扱
い
と
な
る
よ
う
努

力
す
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
平
成
２５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
に
対
し
修
正
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

　

修
正
動
議
に
反
対
の
討
論

             　
　
　

大
澤　

和
雄 

議
員

　

事
業
主
体
・
事
業
計
画
等
も
は
っ
き
り

し
、
が
ん
ば
る
お
母
さ
ん
達
に
町
長
も
支

援
し
た
い
と
い
う
意
欲
の
も
と
で
、
何
度

も
精
査
を
し
な
が
ら
修
正
案
を
出
し
た
こ

と
と
思
う
。
現
在
、
米
価
が
引
き
下
げ
ら

れ
て
い
る
中
、
今
こ
そ
米
以
外
の
農
産
物

を
販
売
す
る
こ
と
で
所
得
を
確
保
す
る
こ

と
が
一
番
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
う
い
っ
た
方
々
に
支
援
す
る
こ
と

は
、町
長
の
決
意
で
も
あ
る
と
思
う
。よ
っ

て
、
反
対
で
あ
る
。

　

修
正
動
議
に
賛
成
の
討
論

              

清
水　

欣
也 

議
員

　

事
業
計
画
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
く
、
建
物
の
積
算
根
拠
も
明
示
さ

れ
て
い
な
い
。
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と
負
担

分
の
財
源
が
不
透
明
で
あ
り
、
土
地
貸
付

料
の
積
算
も
不
適
切
で
あ
る
。
こ
の
計
画

を
練
り
直
し
て
、
き
ち
ん
と
し
た
計
画
の

も
と
に
改
め
て
要
求
を
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
貸
付
を
し
た
土
地
に
造
成
費
の
補

助
金
を
出
す
こ
と
は
、
非
常
に
配
慮
の
し

過
ぎ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、

賛
成
で
あ
る
。

条例の制定・改正

簡
易
水
道
給
水
条
例
・
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

19
0
可決

温
泉
条
例
の
一
部
改
正

19
0
可決

町
税
条
例
の
一
部
改
正

19
0
可決

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

19
0
可決

平　成　25　年　度　予　算

一
般
会
計
予
算
の
補
正

19
0
可決

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算
の
補
正

19
0
可決

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
の
補
正

19
0
可決

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

の
補
正

19
0
可決

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
の
補
正

19
0
可決

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算
の
補
正

19
0
可決

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

予
算
の
補
正

19
0
可決

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算
の
補
正

19
0
可決

衛
生
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算

の
補
正

19
0
可決

温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算
の
補

正

19
0
可決

水
道
事
業
会
計
予
算
の
補
正

19
0
可決

決議

議
会
改
革
特
別
委
員
会
設
置
に

関
す
る
決
議

19
0
可決

その他

平
成
24
年
度
財
政
の
健
全
化
判

断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
の
報

告

－
－
報告

琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー
の
燃
料
費

が
あ
る
が
、
冷
暖
房
は
電
気
で
あ
り
、

ガ
ス
と
電
気
代
だ
け
と
聞
い
て
い
る
が
。

非
常
時
停
電
の
際
の
自
家
発
電
装
置

が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
燃

料
代
と
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
用
の
燃
料
代

で
あ
る
。

問答

琴
丘
公
民
館
跡
地
等
利
活
用
検
討
委

員
会
は
、
今
後
あ
と
３
回
く
ら
い
で

結
論
は
出
て
く
る
の
か
。
出
て
き
た
方
向

性
は
尊
重
さ
れ
る
の
か
。

検
討
委
員
会
か
ら
結
論
を
出
し
て
も

ら
い
、
そ
の
考
え
方
を
尊
重
し
、
町

の
考
え
方
も
示
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問答

利活用が検討されている町有地
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一
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質
問

第31号  Ｈ25.10.15

三種町 議会だより

清水　欣也
議員

「森岳温泉水利用研究所」の設置を

こ
の
構
想
は
、
今
ま
で
と

違
っ
た
角
度
か
ら
の
温
泉

活
性
化
策
で
あ
り
、
評
価
す
べ
き

提
案
だ
と
思
う
。

　

賑
わ
い
は
、
そ
の
地
域
に
一
定

の
施
設
数
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
魅

力
を
増
し
合
う
こ
と
で
誘
客
や
集

客
効
果
が
出
て
く
る
も
の
と
思
っ

て
お
り
、
温
泉
水
研
究
所
と
い
う

も
の
も
そ
の
よ
う
な
施
設
の
一
つ

に
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
て

い
る
膨
大
な
量
を
活
用
す
る
と
い

う
こ
と
も
、
大
変
良
い
案
だ
と
思

う
。

今
回
の
計
画
を
も
う
一
段

進
め
た
形
の
企
画
書
を
町

に
提
出
し
た
い
。

　

そ
れ
を
森
岳
温
泉
の
活
性
策
の

一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、ど
う
か
。

森
岳
温
泉
郷
の
新
し
い
資

源
と
し
て
検
討
し
て
み
た

い
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
企
画
書
を

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

浜
田
地
区
に
あ
る
養
豚
場

の
悪
臭
を
取
り
除
く
た
め
、

地
元
の
小
さ
な
研
究
所
と
養
豚
場

の
経
営
者
が
と
も
に
悩
み
、
協
力

し
合
い
な
が
ら
研
究
と
実
証
を
重

ね
た
結
果
、消
臭
液
が
開
発
さ
れ
、

そ
の
消
臭
液
の
使
用
に
よ
っ
て
、

４０
年
来
の
地
域
の
悲
願
だ
っ
た
あ

の
悪
臭
の
改
善
が
つ
い
に
達
成
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
の
消
臭
液
が
セ
シ
ウ

ム
の
除
染
に
も
効
果
が
表
れ
て
い

る
と
し
て
、
そ
の
製
造
技
術
を

特
許
出
願
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に

至
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
に
は
我
が
町
に
新
た
な
産

業
が
芽
生
え
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て

良
い
。

　

そ
の
よ
う
な
企
業
努
力
に
対
し
、

町
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て

は
ど
う
か
。

浜
田
地
区
に
あ
る
養
豚
場

の
悪
臭
に
つ
い
て
は
、
当

今
、
森
岳
温
泉
の
活
性
化

と
い
う
こ
と
が
三
種
町
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　

森
岳
温
泉
を
元
気
に
さ
せ
る
た

め
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
ら

よ
い
か
を
考
え
た
時
、
硫
黄
分
が

入
っ
て
い
な
い
、
透
明
度
が
非
常

に
高
い
、
温
度
が
高
く
、
塩
分
が

濃
い
と
い
う
泉
質
の
特
徴
と
、
湯

が
量
的
に
十
分
に
余
裕
が
あ
る
と

い
う
森
岳
温
泉
の
豊
か
さ
に
着
目

し
た
発
想
が
決
め
手
に
な
る
よ
う

に
思
う
。

　

そ
こ
で
、
先
駆
的
で
ユ
ニ
ー
ク

な
温
泉
の
活
用
方
法
を

研
究
し
、
そ
の
技
術
を

地
域
産
業
の
創
出
と
振

興
に
生
か
す
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
森
岳
温
泉

水
利
用
研
究
所
」
を
創

る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
構
想
で

は
、
研
修
所
そ
の
も
の

を
温
泉
観
光
の
対
象
に

す
る
こ
と
も
狙
い
の
一

つ
と
し
て
い
る
。

地
の
人
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い

大
変
な
問
題
が
あ
っ
た
と
思
う
。

　

そ
れ
が
改
善
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
は
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、

感
謝
状
の
贈
呈
な
ど
も
考
え
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
が
こ
の
よ
う
な
努
力

企
業
に
対
し
支
援
で
き
る
も
の
が

な
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
回
の
事
例
に
限
ら
ず
、

我
が
町
に
は
独
自
の
研
究

や
考
案
な
ど
に
懸
命
に
取
り
組
ん

で
い
る
企
業
が
少
な
く
な
い
と

思
っ
て
お
り
、
地
元
の
企
業
に
や

る
気
を
組
織
的
に
支
援
す
る
セ
ク

シ
ョ
ン
を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う

か
。

企
業
立
地
と
い
う
こ
と
で

思
う
こ
と
は
、
大
き
な
都

市
と
町
村
の
違
い
は
や
は
り
人
的

資
源
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

る
。

　

当
町
は
、
面
積
が
広
く
地
域
資

源
も
豊
富
な
割
に
、
企
業
誘
致

や
企
業
立
地
の
点
で
他
に
後
れ

を
と
っ
て
お
り
非
常
に
残
念
に

思
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
単
に
職
員
を
増
や
せ

ば
良
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い

が
、
関
係
部
署
に
少
し
多
め
に
職

員
を
配
置
し
企
業
支
援
の
機
能
を

持
た
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

清
水

清
水

清
水

清
水

町
長

町
長

町
長

町
長

地
元
企
業
の
育
成
支
援
と

地
域
産
業
の
振
興

森岳温泉分湯場
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平賀　　真
議員

大規模災害対策への取り組みは万全か

東
日
本
大
震
災
以
降
も
さ

ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
が
日

本
各
地
で
発
生
し
て
い
る
。
気
象

庁
で
は
特
別
警
報
の
運
用
を
開
始

し
た
。
大
規
模
停
電
時
も
含
め
、

住
民
へ
の
情
報
伝
達
体
制
は
万
全

か
伺
う
。

　

防
災
無
線
の
個
別
受
信
機
の
各

家
庭
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
の

か
。
避
難
指
示
・
勧
告
の
発
令
・

確
認
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
避
難
所
に
は
発
電
機

が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

防
災
無
線
個
別
受
信
機
は

不
具
合
の
連
絡
を
受
け
た

場
合
や
新
築
、
移
転
、
転
入
等
新

規
に
設
置
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

に
は
申
し
出
に
よ
り
修
繕
や
設
置

を
行
っ
て
い
る
。

　

個
々
の
受
信
状
態
を
全
て
正
確

に
把
握
し
て
お
ら
ず
、
常
に
正
常

な
受
信
が
で
き
る
よ
う
に
広
報
等

で
正
し
い
使
用
方
法
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

予
算
等
々
の
関
係
も
あ
り
、

現
時
点
で
は
計
画
し
て
い

な
い
が
、
町
広
報
等
を
利
用
し
災

害
発
生
時
に
必
要
な
緊
急
物
資
等

の
紹
介
を
検
討
し
た
い
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
、

今
回
も
秋
田
県
が
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
と
な
り
、
児
童
生
徒
の
努

力
や
教
師
初
め
関
係
者
の
指
導
力

に
敬
意
を
表
し
た
い
。
優
秀
な
子

ど
も
た
ち
が
成
長
し
様
々
な
世
界

で
活
躍
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
認
識
し
て
る

　

避
難
指
示
・
勧
告
の
発
令
と
伝

達
体
制
は
、
地
域
防
災
計
画
や
避

難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
お
い
て
、
情
報
の
伝
達
を

は
じ
め
、
避
難
準
備
・
避
難
勧
告
・

避
難
指
示
ま
で
、
自
然
災
害
等
の

状
況
、
段
階
に
応
じ
て
取
る
べ
き

措
置
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　

避
難
勧
告
等
は
防
災
無
線
を
用

い
て
町
民
へ
の
伝
達
を
行
う
。
状

況
に
よ
っ
て
は
消
防
団
を
通
じ
重

ね
て
町
民
へ
の
伝
達
を
行
う
。

　

ま
た
、
町
職
員
や
消
防
団
、
消

防
署
、
警
察
署
等
の
関
係
機
関
と

も
連
携
を
図
り
、
危
険
箇
所
や
集

落
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
伝

達
内
容
を
再
確
認
し
て
い
く
。

　

発
電
機
は
個
別
の
避
難
所
に
設

置
し
て
い
な
い
が
、
本
庁
と
各
総

合
支
所
に
合
計
１０
台
用
意
し
て
い

て
、
有
事
の
際
に
は
こ
れ
を
活
用

し
て
い
く
。

町
民
の
防
災
意
識
を
高
め

る
た
め
に
、
災
害
発
生
時

の
緊
急
物
資
の
見
本
（
水
・
食
料
・

生
活
物
資
等
）
を
全
戸
に
配
布
し

て
は
ど
う
か
。

　

予
算
が
無
け
れ
ば
「
災
害
緊
急

物
資
」
と
印
刷
さ
れ
た
袋
を
配
布

し
て
は
ど
う
か
（
必
要
物
資
を
明

記
し
、
中
身
は
個
人
で
用
意
）。

が
、
芸
術
文
化
面
で
の
人
材
が
少

な
い
の
で
は
な
い
か
。
学
校
で
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
る
の
か
。
子
ど
も
た
ち
の
無

限
の
才
能
を
開
花
さ
せ
る
の
が
社

会
の
責
任
で
あ
り
、
優
れ
た
芸
術

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
与
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

文
化
庁
で
実
施
し
て
い
る

「
次
代
を
担
う
子
ど
も
の

文
化
芸
術
体
験
事
業
」
を
通
し
、

音
楽
会
や
演
劇
鑑
賞
を
行
っ
て
い

る
。
昨
年
は
、
町
内
５
小
学
校
で

開
催
さ
れ
、
今
年
は
３
小
中
学
校

で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

先
月
下
旬
に
は
混
声
合
唱
団
東

京
ホ
ー
ム
コ
ー
ラ
ス
が
来
町
し
、

ふ
る
さ
と
文
化
館
で
の
公
演
や
４

小
中
学
校
で
の
音
楽
教
室
を
開
催

し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
各
学
校
に
は
音
楽

グ
ル
ー
プ
や
劇
団
等
を
招
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
々
の
演
奏
や
演
劇
を
鑑
賞

し
て
い
る
。

町
長

町
長

町
長

平
賀

平
賀

平
賀

児
童
・
生
徒
の
資
質
向

上
の
取
り
組
み
は

釜谷地区防災訓練
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３
年
ぶ
り
の
花
火
な
の
に
客
数
が

減
っ
た
の
は
ど
う
し
て
か
。

１
日
目
の
花
火
の
日
は
、

周
辺
市
町
村
が
雨
降
り
の

天
候
で
あ
っ
た
た
め
、
来
町
を

見
送
っ
た
方
が
い
た
こ
と
や
、
海

フ
ェ
ス
タ
お
が
、
能
代
市
の
祭

典
、
中
学
校
野
球
の
全
県
大
会
な

ど
、
同
日
に
開
催
さ
れ
た
催
し
物

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
た
め
と
思
わ

れ
る
。

ラ
ジ
オ
や
行
政
無
線

を
使
っ
た
Ｐ
Ｒ
活
動

は
や
っ
て
い
な
い

が
、
今
後
は
考
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
じ
ゅ
ん
さ
い
の
里
活
性
化

協
議
会
で
実
施
し
て
い
る
じ
ゅ
ん

さ
い
情
報
セ
ン
タ
ー
で
も
じ
ゅ
ん

さ
い
だ
け
で
な
く
、
町
の
特
産
品

で
あ
る
メ
ロ
ン
や
町
内
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
３０
人
の
従
業
員
を
雇
用
し

て
い
て
地
元
雇
用
に
も
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

ゆ
め
ろ
ん
施
設
の
調
査
結

果
で
は
、
築
後
１８
年
を
経

過
し
浴
室
が
２
階
な
の
で
そ
の
周

辺
の
老
朽
化
、
漏
水
の
た
め
地
震

時
の
天
井
材
の
落
下
な
ど
が
懸
念

さ
れ
て
い
て
、
部
分
改
修
で
は
長

期
休
業
が
必
要
で
あ
る
と
報
告
さ

れ
い
る
。
ゆ
め
ろ
ん
は
旧
八
竜
地

域
に
は
必
要
な
温
泉
施
設
で
あ
る

の
で
、
小
手
先
の
改
修
で
は
な
く

大
規
模
改
修
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

部
分
改
修
で
は
長
期
間
休

業
が
必
要
で
あ
り
、
将
来

的
な
運
営
を
考
え
る
と
、
営
業
し

な
が
ら
浴
室
を
１
階
に
と
い
う
大

規
模
改
修
が
最
良
の
選
択
か
と
思

わ
れ
る
。新

聞
な
ど
を
見
て
ゆ
め
ろ

ん
を
心
配
し
て
い
る
方
々

が
い
る
。
や
は
り
旧
八
竜
町
民
に

と
っ
て
は
、
ゆ
め
ろ
ん
は
保
養
面

や
健
康
面
で
も
な
く
て
は
な
ら
な

い
施
設
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

地
域
の
活
性
化
の
た
め
、

町
の
大
き
な
観
光
の
一
つ
の

拠
点
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
で
は
地

元
の
人
を
呼
ぶ
よ
う
な
催

し
物
や
、
保
育
園
児
の
踊
り
の
再

開
、
砂
像
連
盟
と
砂
像
彫
刻
家
の

保
坂
俊
彦
氏
の
砂
像
を
も
う
一
度

考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

メ
ロ
ン
サ
ン
バ
の
復

活
は
話
し
合
う
。
砂

像
連
盟
の
砂
像
も
最

高
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
後
継
者

づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
。

ゆ
め
ろ
ん
は
平
成
７
年
７

月
に
「
我
が
町
に
も
温
泉

を
」
と
、
旧
八
竜
町
民
待
望
の
温

泉
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。

景
気
の
低
迷
で
入
館
者
数
が
減
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
昨
年
は
１５
万
人

以
上
の
人
が
訪
れ
、
宴
会
数
は
千

回
以
上
で
あ
り
、
そ
の
内
学
校
関

係
の
利
用
数
は
１００
回
以
上
あ
る
。

売
上
高
も
２
億
円
を
超
え
三
種
町

の
観
光
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
温

泉
施
設
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

ゆ
め
ろ
ん
は
年
間
１５
万
人

以
上
の
利
用
実
績
が
あ
り
、

交
流
人
口
の
拡
大
や
町
の
観
光
振

興
に
も
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

夏
の
イ
ベ
ン
ト
は
盛
況
の

う
ち
に
終
了
し
た
。

　

サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
は
２
日
間
で

７
千
人
の
減
、
森
岳
温
泉
ま
つ
り

は
２
千
５００
人
の
増
で
あ
っ
た
。
各

地
域
の
催
し
物
を
紹
介
し
て
い
る

ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
た
が
、
三
種

町
の
Ｐ
Ｒ
は
い
つ
も
「
じ
ゅ
ん
さ

い
」
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
今
年
の

サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
で
は
３
年
ぶ
り

に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
内
容

で
あ
っ
た
が
、
ラ
ジ
オ
放
送
で
の

紹
介
は
な
か
っ
た
。
や
は
り
Ｐ
Ｒ

不
足
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

ラ
ジ
オ
や
町
内
の
行
政
無
線
で

の
Ｐ
Ｒ
は
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

後藤栄美子
議員

三種町の観光、イベント等のＰＲは万全か

後
藤

後
藤

後
藤

後
藤

後
藤

町
長

商
工
観
光

交
流
課
長

商
工
観
光

交
流
課
長

町
長

町
長

町
長

ゆ
め
ろ
ん
の
大
規
模
改
修

サンドクラフト花火
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軍
」
を
保
持
す
る
と
明
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
歴
代
政
権
が
憲
法

上
で
き
な
い
と
し
た
「
集
団
的
自

衛
権
」
を
行
使
す
る
た
め
の
法
案

を
提
出
す
る
予
定
で
あ
る
と
報
道

さ
れ
て
い
る
が
、
町
長
の
憲
法
に

対
す
る
所
見
を
伺
い
た
い
。

日
本
国
憲
法
第
９６
条
第
１

項
は
、
憲
法
改
正
の
た
め

に
は
、
総
議
員
の
３
分
の
２
以

上
の
賛
成
で
国
会
が
こ
れ
を
発
議

し
、
国
民
に
提
案
し
て
、
そ
の
承

認
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規

定
し
て
い
て
、
発
議
要
件
を
緩
和

す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
平
和
の
た
め
に
邁
進
す

る
と
い
う
固
い
決
意
、
憲
法
第
９

条
の
精
神
は
今
も
生
き
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。
集
団
的
自
衛
権
に

つ
い
て
は
内
閣
法
制
局
で
行
使
で

き
な
い
と
規
定
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
が
正
し
い
と
考
え
て
い
る
。

政
府
与
党
は
、
日
本
国
憲

法
改
正
草
案
を
ま
と
め
、

憲
法
改
正
の
ね
ら
い
が
明
確
に
示

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
憲
法
第
９
条

を
改
正
す
る
た
め
に
憲
法
第
９６
条

を
改
正
し
発
議
要
件
を
緩
和
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
憲
法
第

９
条
第
２
項
を
改
正
し
「
国
防

松
く
い
虫
被
害
に
よ
っ
て

砂
防
林
が
虫
く
い
状
態
と

な
っ
て
砂
防
林
と
し
て
の
機
能
が

低
下
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
砂

防
の
役
目
を
果
た
し
て
き
た
砂
丘

地
の
山
林
も
被
害
状
況
が
著
し

く
、ニ
セ
ア
カ
シ
ア
が
自
生
し
て
、

松
林
が
消
え
つ
つ
あ
る
。
防
風
林

と
し
て
の
機
能
を
維
持
、
回
復
す

る
た
め
に
も
防
除
や
枯
死
木
の
処

理
、
さ
ら
に
松
く
い
虫
に
強
い
苗

木
の
植
林
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対

応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

松
く
い
虫
被
害
の
伐
倒
駆

除
に
つ
い
て
は
平
成
１７
年

度
よ
り
、
芦
崎
地
区
か
ら
浜
田
地

区
の
防
風
林
と
砂
丘
地
の
山
林
を

含
め
た
１７０
ha
を
地
上
散
布
し
て
い

る
。
被
害
木
は
前
年
比
で
減
少
傾

向
に
あ
る
が
、
砂
防
林
な
ど
が
虫

く
い
状
態
に
な
っ
た
こ
と
も
事
実

で
あ
り
、
今
後
と
も
被
害
抑
制
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
県
の
情
報
に
よ
れ
ば
、

平
成
３１
年
に
は
松
く
い
虫
に
強
い

抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
種
子
が
生
産
開

始
さ
れ
、
そ
の
３
年
後
を
メ
ド
に

販
売
開
始
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ

て
お
り
、
期
待
し
て
い
る
。

大澤　和雄
議員

松くい虫被害対策と砂丘地、砂防林対策は

大
澤

大
澤

町
長

町
長

日
本
国
憲
法
に
つ
い
て

の
所
見
を
求
め
る 松くい虫被害にあった砂防林

他
に

「
町
内
の
鉄
く
ず
等
堆
積
場
」

　

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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値
上
が
り
が
相
次
ぎ
、
家
計
を
圧

迫
し
始
め
て
い
る
こ
と
に
加
え

て
、
株
価
が
乱
高
下
、
長
期
金
利

も
上
昇
す
る
な
ど
、
先
行
き
不
透

明
感
が
拭
い
き
れ
な
い
。

　

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
関
し
て

は
、
手
放
し
で
は
喜
べ
な
い
と
い

う
の
が
実
態
で
は
な
か
ろ
う
か
と

考
え
て
い
る
。

　

社
会
保
障
改
悪
計
画
に
関
し
て

は
、急
速
な
少
子
高
齢
化
で
年
金
、

医
療
、介
護
の
給
付
金
が
増
大
し
、

現
役
世
代
の
負
担
で
高
齢
者
を
支

え
る
現
行
の
社
会
保
障
の
原
則
で

は
制
度
を
維
持
で
き
な
い
の
は
明

ら
か
で
は
な
い
か
。
国
民
会
議
で

は
、
支
払
い
能
力
の
あ
る
高
齢
者

を
含
め
た
全
世
代
型
に
転
換
す
る

よ
う
提
言
し
た
の
は
、
や
む
を
得

な
い
と
考
え
る
。

高
齢
世
帯
等
へ
冬
期
間
暖

房
に
必
要
な
灯
油
の
一
部

助
成
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

今
後
、
国
・
県
・
周
辺
市

町
村
の
動
向
を
見
て
対
応

し
た
い
。

特
例
水
準
の
解
消
と
称
し
、
３
年

か
け
て
年
金
額
を
２．５
％
減
額
す
る

こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
町
長

の
見
解
を
伺
う
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
デ
フ
レ

脱
却
の
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る

政
策
発
動
な
ど
で
、
企
業
や
消
費

者
を
前
向
き
に
変
え
た
功
績
は
大

き
い
。
日
本
を
覆
っ
て
い
た
閉
塞

感
は
半
年
余
り
で
薄
ま
っ
た
の
は

確
か
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　

た
だ
、「
地
方
へ
の
効
果
見
通

せ
ず
」
と
マ
ス
コ
ミ
も
書
き
、
株

高
な
ど
は
実
体
経
済
を
反
映
せ

ず
、
電
気
料
金
や
食
料
品
な
ど
の

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
３
本
の

矢
、「
金
融
緩
和
」「
財
政

出
動
」「
成
長
戦
略
」
が
国
民
の

暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る

の
か
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

第
１
の
矢
は
、
株
や
輸
出
品
価

格
、
生
活
物
価
が
値
上
が
り
し
、

物
価
上
昇
が
起
こ
る
。
実
体
経
済

が
伴
わ
ず
賃
金
が
上
が
ら
な
い
た

め
に
、
圧
倒
的
多
数
の
庶
民
の
暮

ら
し
は
苦
し
く
な
る
。

　

第
２
の
矢
は
、
借
金
を
元
手
に

し
た
大
型
公
共
事
業
の
ば
ら
ま
き

で
、
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
は
潤
う
が
、

労
働
者
の
賃
金
は
上
が
ら
ず
、
肝

心
の
消
費
内
需
・
家
計
の
消
費
に

基
づ
く
内
需
の
不
振
打
開
に
つ
な

が
ら
な
い
。

　

第
３
の
矢
は
、
企
業
天
国
を
目

指
す
取
り
組
み
は
公
共
分
野
の
市

場
化
や
社
会
保
障
の
解
体
を
一
層

進
め
る
こ
と
や
、
道
州
制
導
入
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
消
費
税
増
税
、
法

人
税
減
税
な
ど
と
一
体
で
あ
る
。

地
域
自
治
体
に
と
っ
て
も
長
期
的

な
意
味
を
含
め
、
か
な
り
深
刻
な

影
響
を
与
え
る
。

　

社
会
保
障
改
悪
計
画
は
、ま
ず
、

７０
歳
か
ら
７４
歳
の
医
療
費
、
窓
口

負
担
を
１
割
か
ら
２
割
へ
引
き
上

げ
る
こ
と
や
、
消
費
税
が
８
％
に

ア
ッ
プ
す
れ
ば
、
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ

に
な
る
。

　

介
護
で
は
、
要
支
援
１
と
２
の

人
た
ち
を
保
険
給
付
の
対
象
か
ら

外
し
、
特
養
ホ
ー
ム
入
居
を
要
介

護
３
以
上
に
限
る
な
ど
の
介
護
保

険
大
改
悪
。

　

年
金
支
給
額
も
連
続
し
て
減
ら

さ
れ
、
そ
の
上
、
今
年
１０
月
か
ら

伊藤　千作
議員

経済政策「アベノミクス」と
社会保障改悪計画

伊
藤

伊
藤

町
長

町
長 福

祉
灯
油
の
実
施
を

高齢者と子供たちのふれあい
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平
成
２５
年
５
月
に
行
わ
れ
た
漏
水
調
査

に
よ
る
と
、「
浴
室
と
そ
の
周
辺
の
老
朽

化
が
著
し
く
、
配
管
、
サ
ッ
シ
廻
り
、
防

水
層
か
ら
の
漏
水
が
あ
り
、
設
備
機
器
の

老
朽
化
も
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
浴
室
ス

ペ
ー
ス
が
２
階
に
配
備
さ
れ
て
お
り
、
配

管
ピ
ッ
ト
が
設
け
ら
れ
て
い
な
く
、
配
管

ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
た
め
、
長
期
間
の
休
業

に
よ
り
徹
底
し
た
改
修
工
事
が
必
要
だ

が
、
そ
の
改
修
で
完
全
に
改
修
さ
れ
る
と

は
考
え
に
く
い
」
と
の
厳
し
い
状
態
に
あ

る
と
報
告
さ
れ
た
が
、
建
設
翌
年
か
ら
す

で
に
雨
漏
れ
が
発
生
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
再
三
の
補
修
や
改
修
が
行
わ
れ
た
こ
と

に
不
自
然
さ
を
感
じ
る
。
ま
た
、
今
回
も

浴
室
の
「
長
期
間
の
休
業
に
よ
り
徹
底
し

た
改
修
工
事
を
し
て
も
、
完
全
に
改
修
さ

れ
る
と
は
考
え
に
く
い
」
と
い
う
内
容
に

つ
い
て
も
理
解
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
老
朽
化
の
進
行
が
あ

ま
り
に
も
早
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
た
め
、

改
善
を
含
む
改
修
を
考
え
て
い
る
と
す
れ

ば
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て
が

ま
だ
１７
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
も

十
分
反
省
し
な
が
ら
、
適
正
な
改
修
方
針

を
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
駐
車
場
か
ら
の
外
階
段
の
段
差

が
き
つ
い
状
態
に
あ
り
、
今
す
ぐ
に
で
も

改
善
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ゆ
う
ぱ
る
は
昭
和
３９
年
、
県
職
員
の
保

養
施
設
と
し
て
設
立
さ
れ
た
建
物
だ
っ
た

が
、
そ
れ
を
廃
止
す
る
こ
と
か
ら
町
が
譲

り
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
築
後
、
４９
年
か

ら
５０
年
経
過
し
た
も
の
で
、
宿
泊
棟
に
つ

い
て
は
、
若
干
の
床
下
改
修
工
事
は
し
て

い
る
も
の
の
、
道
路
と
敷
地
地
盤
の
高
低

差
が
１．５
ｍ
か
ら
１．８
ｍ
程
あ
り
、
ま
た
南
側

に
あ
る
沼
も
建
物
か
ら
の
距
離
も
近
く
、

さ
ら
に
、
窓
も
す
き
間
が
多
く
木
枠
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
湿
気
や
換
気
の
悪
さ
か

ら
、今
で
は
建
物
内
部
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

外
壁
全
体
に
も
カ
ビ
が
発
生
し
て
お
り
、

健
康
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
状
態
に
あ

る
。
こ
の
他
、
宿
泊
棟
に
つ
い
て
は
、
災

害
時
の
す
み
や
か
な
避
難
誘
導
も
懸
念
さ

れ
る
な
ど
、
多
数
の
問
題
点
も
あ
り
、
立

地
条
件
の
改
善
も
含
め
、
抜
本
的
な
検
討

も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
昨
年
の
強
風
に
よ
り
破
損
し
た

と
さ
れ
る
屋
根
の
修
繕
を
行
っ
た
が
、
一

昨
年
も
修
繕
し
た
屋
根
が
、
ま
た
破
損
し

修
繕
が
必
要
と
な
っ
た
。
屋
根
材
が
特
殊

で
あ
る
よ
う
な
の
で
、
果
た
し
て
風
だ
け

が
原
因
と
は
言
い
難
く
、
破
風
部
分
の
破

損
状
態
を
見
る
と
積
雪
も
大
い
に
関
係
あ

る
の
で
は
と
思
わ
れ
、
工
法
や
材
質
の
検

討
が
最
も
必
要
な
重
要
事
項
と
思
わ
れ
る
。

ゆめろんの現地調査

ゆ
め
ろ
ん
の
漏
水
状
況
調
査
と

今
後
の
改
修
計
画
に
つ
い
て

ゆ
う
ぱ
る
の
現
況
視
察

ゆうぱるの現地調査

所
管
事
務
調
査
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会

平成２５年
７月１８日（木）

調査日
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日時：平成25年７月26日（金）第４回 臨 時 会
原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

●財産の購入

・購入物件　三種町財産管理台帳システム
・契約相手　株式会社ビー・エイチ・シー
　　　　　  代表取締役　池淵　幸治
・契約金額　31,500,000円
　（内取引に係る消費税額及び地方消費税額1,500,000円）

●財産の購入

・購入物件　ロータリ除雪車　1.3m級　1台
・契約相手　有限会社能代重機サービス
　　　　　  代表取締役　加藤　　実
・契約金額　14,175,000円
　（内取引に係る消費税額及び地方消費税額675,000円）

●工事請負契約の締結

・平成25年度農業水利施設保全合理化事業第04101号工事
・契約相手　本荘電気工業株式会社
　　　　　  代表取締役社長　塩谷　久樹
・契約金額　99,246,000円
　（内取引に係る消費税額及び地方消費税額4,726,000円）
・工　　期　平成26年３月20日

●工事請負契約の締結

・琴丘小学校校舎耐震改修工事
・契約相手　中田建設株式会社
　　　　　  代表取締役社長　広幡　信悦
・契約金額　51,345,000円
　（内取引に係る消費税額及び地方消費税額2,445,000円）
・工　　期　平成25年11月30日

●工事請負契約の締結

・山本中学校校舎大規模改修工事
・契約相手　成田建設株式会社本店
　　　　　  本店長　大和　公彦
・契約金額　126,252,000円
　（内取引に係る消費税額及び地方消費税額6,012,000円）

・工　　期　平成25年12月10日

●平成25年度一般会計予算の補正

〈主な内容〉
・未熟児養育医療費………………… 240万2千円

陳　　情

件　　　　名 請  願  者　  氏  名 審査委員会 結　果

違法な臓器生体移植を禁じることを求める陳情書 兵庫県伊丹市北伊丹１丁目75
　井田　敏美 教育民生常任委員会 不 採 択

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地
方の財源確保のための意見書採択」に関する陳情

全国森林環境税創設促進議員連盟
　会長　板垣　一徳 総 務 常 任 委 員 会 採　 択

道州制導入に反対する意見書 全国町村議会議長会
　会長　蓬　　清二 総 務 常 任 委 員 会 採　 択

経済・雇用対策強化のための地方財政の充実を求
める意見書採択に関する陳情書

連合秋田能代地域協議会　　　
　議長　薄井　　司 総 務 常 任 委 員 会 採　 択

「原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律」改
正を求める意見書採択についての陳情

秋田県原爆被害者団体協議会
　会長　小山　春雄 教育民生常任委員会 継続審査

請 願　 陳 情   審査報告



　

７
月
２３
日
に
秋
田
県
市
町
村
会

館
で
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、県
内
町
村
の
議
会
議
員
、

事
務
局
職
員
１６５
人
が
参
加
し
た
。

　

講
演
で
は
２
名
の
講
師
が
登
壇

し
、
中
央
大
学
大
学
院
教
授
の

佐
々
木
信
夫
氏
が
「
こ
れ
か
ら
の

町
村
議
会
の
あ
り
方
」
を
演
題

に
、
こ
れ
か
ら
の
町
村
議
会
の
役

割
や
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
解
説

さ
れ
、
日
本
大
学
法
学
部
教
授
の

岩
井
奉
信
氏
が
「
今
後
の
政
局
の

ゆ
く
え
」
と
題
し
、
安
倍
政
権
の

今
後
の
ゆ
く
え
や
経
済
政
策
の
展

望
な
ど
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。

　

７
月
２３
日
に
秋
田
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
を
会
場
に
町
村
議
会
広
報
研
修

会
が
開
か
れ
、
県
内
町
村
議
会
の

広
報
編
集
委
員
、
事
務
局
職
員
９０

人
が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
広
報
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
深
沢
徹
氏
を
講
師
に
迎

え
「
議
会
広
報
に
求
め
ら
れ
る
も

の
は
」と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
た
。

「
議
会
広
報
記
事
は
、
あ
り
の
ま

ま
に
・
分
か
り
や
す
く
・
住
民
と

と
も
に
」
を
基
本
ス
タ
ン
ス
に
、

基
本
的
記
事
の
書
き
方
や
分
か
り

や
す
い
紙
面
作
り
な
ど
編
集
作
業

の
ポ
イ
ン
ト
を
実
践
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
交
え
て
行
わ
れ
た
。

秋
田
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

秋
田
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　８月５日、三種町議会議場において、「三

種町子ども議会」が開催された。

　三種町の将来を担う子ども達が、町政へ

の関心を高めることを目的に町内６小学校

から１２人と町内３中学校から６人の計１８

人が登壇し一般質問を行った。

　議事日程は今年も町議会と同様に行わ

れ、議事進行は児玉議長が務め、答弁者に

は三浦町長をはじめ副町長、教育長、各課

長が出席し、それぞれの質問に応じて答弁

にあたった。

◆一般質問通告書（平成２５年度 三種町子ども議会）

質　問　件　名 議  員  名

通学路の安全について
水野　心平 議員
若狭　美羽 議員
森岳小学校

町の除雪の体制について
清水　裕奈 議員
山田　雅也 議員
金岡小学校

お年寄りが安心して暮らせる町づ

くりについて

髙橋　北斗 議員
清水明日香 議員
浜口小学校

今年の目玉となる事業について

三種町での減税について

佐々木太陽 議員
高橋　桃子 議員
湖北小学校

三種町の観光ＰＲについて
小玉　雄士 議員
渡邊　未央 議員
琴丘小学校

町の高齢者福祉の充実について
石井　拓馬 議員
佐々木妹依 議員
下岩川小学校

住宅用太陽光発電システム設置に

ついて

三浦　春奈 議員
齊藤　慧晋 議員
山本中学校

ＴＰＰ加入による三種町への影響

と未来の三種町農業の形について

成田　颯樹 議員
荒川　奈央 議員
八竜中学校

三種町の水道水の放射性物質検査

について

小玉　智仁 議員
渡辺　和花 議員
琴丘中学校

小中学生議員18人が登壇小中学生議員18人が登壇三種町子ども議会
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子ども議会・研修報告
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編
集
後
記

三種の星・編集後記

印
刷
／
㈱
八
郎
潟
印
刷
山
本
営
業
所　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
８
５
）
８
３
―
５
１
２
０

　

私
は
高
校
か
ら
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
を
始
め
、
高
校
３
年
時
に

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
国
体
で
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大

学
に
進
学
し
４
年
間
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
に
打
ち
込
み
、
怪
我
に
泣

か
さ
れ
な
が
ら
も
、
家
族
を
始
め
指

導
者
や
切
磋
琢
磨
し
た
仲
間
、
地
元

の
方
の
声
援
に
支
え
ら
れ
、
４
年
時

に
念
願
で
あ
る
全
日
本
イ
ン
カ
レ
で

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
地
元
に
就
職
し
、
仕
事
を

し
な
が
ら
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

を
続
け
て
い
ま
す
。
は
じ
め
は
学
生

時
代
と
は
違
い
、
思
う
よ
う
な
練
習

が
で
き
ず
に
な
か
な
か
調
子
が
上

が
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近

よ
う
や
く
仕
事
と
練
習
と
の
生
活
の

リ
ズ
ム
に
も
慣
れ
、
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
調
子
も
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
職
場
の
方
々
に
も
支
え
ら
れ
、

培
っ
た
経
験
か
ら
指
導
を
し
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
知
識
不
足
で
う
ま

く
指
導
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
た
く
さ

ん
の
指
導
者
に
お
話
を
聞
き
自
分
の

知
識
を
増
や
し
、
母
校
の
ウ
ェ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
を
さ
ら
に
強
く
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

能代山本広域消防士

藤　原　和　朋
（金岡地域在住）

★
★
★
★

★
★★
★★

★★★★★★★★

★
★
★
★

　

９
月
１６
日
の
台
風
の
雨
に
よ
る
被

害
は
、
我
が
町
に
も
大
き
な
つ
め
痕

を
残
し
ま
し
た
。

　

床
上
浸
水
・
床
下
浸
水
の
家
、
冠

水
し
た
田
ん
ぼ
…
…
。
我
が
家
も
床

下
浸
水
に
遭
い
ま
し
た
。
よ
く
「
想

定
外
の
出
来
事
」
と
言
い
ま
す
が
、

今
回
の
河
川
の
水
量
の
多
さ
は
、
ま

さ
に
そ
の
通
り
で
し
た
。
土
の
う
袋

の
上
を
超
え
て
く
る
水
の
流
れ
を
、

た
だ
見
て
い
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
改
め
て
自
然
の
恐
ろ
し

さ
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　

山
本
地
域
の
被
害
は
、
も
っ
と
大

変
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
被

害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
、
家
屋
の
後

か
た
づ
け
、
稲
刈
り
の
繁
忙
で
忙
し

い
と
思
い
ま
す
が
、
体
調
に
気
を
つ

け
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
消
防
団
の
み
な
さ
ん
、
一

生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

後
藤
栄
美
子　

記

練
習
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
に
あ

る
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
８
月
に
山
形
県
で
開
催
さ

れ
た
東
北
総
合
体
育
大
会
で
は
調
子

が
戻
ら
な
い
な
が
ら
も
、
皆
様
の
応

援
の
お
か
げ
で
な
ん
と
か
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１０
月
３
日
か

ら
６
日
に
開
催
さ
れ
る
東

京
国
体
で
も
、
少
し
で
も

良
い
結
果
が
出
せ
る
よ
う

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

私
は
今
地
元
に
戻
り
、

改
め
て
た
く
さ
ん

の
方
々
に
支
え
ら

れ
競
技
を
続
け
ら

れ
て
い
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
。
感

謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
こ
れ
か
ら
も

精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
母

校
で
あ
る
能
代
工

業
高
校
の
コ
ー
チ

も
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
競
技
指

導
の
面
で
も
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま

す
。
大
学
時
代
に

優勝を決めた全日本インカレ大学対抗選手権大会

東日本学生個人選手権大会  優勝


